



































光子を陽{に )lí てたとき 1 個の l下.パイ中間子が発生する過程、即ち、 y +P →7f十 nの微分断而積









いる。これは明らかに P33 (1236) 共鳴状態によるものである c これ以外には著しい構造は現われてい
ないので~Pll (1470) 共鳴はこの過程では殆んど励起されないことがわかり、さらにD13 (1520) 及び
F 15 (1688) 共鳴も 180。では強くあらわれないことが証明されたことになる。
7l0MeV に見られる小さな鋭いピークはそこがエータ中間子のできる閥値のエネルギーであるため
におこる cusp effect (尖頭状のエネルギー依存性を起こさせる効呆)で説明できる c
さらに中性子からの負中間子光発生の完験データと組合わせて、アイソスピン%共鳴の180。に於け







一つ、即ちヘリシティ yzの状態以外の寄与は O となることに着目し、 180。方向での正パイ中間子の発
生断面積を、入射光のエネルギー300MeV ~ 1200Me V にわたって精密に測定し、解析を試みた。
その結果、このエネルギー領域では、核子の種々の励起状態の中で、P33 によるもの以外には共鳴現
象が見られないことを示したO このことは、他の発't角度で兄られる共鳴がヘリシテ 1 Yz状態以外か
らの寄与であることを示している。この論文ではまた光エネルギ-710MeV に見られる断面積の鋭い
山を解析し、これがエータ中間子が発生する閥値にむける cusp 効果であることを示した。以上のよ
うに、この論文は光による中間子発生現象について、これまで知られていなかったエネルギー領域に
むける非常に精密なデータを提供し、その解析により中!日j-{- 発 !t~機構に新しい知見を加えたものと云
える。
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